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１
．
は
じ
め
に

　

日
タ
イ
関
係
の
歴
史
を
語
る
際
、
具
体
例
の
一
つ
と
し
て
頻
繁
に
挙
げ

ら
れ
る
の
が
、十
七
世
紀
の
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
に
渡
航
し
た
山
田
長
政
（
以

下
、
長
政
と
表
記
す
る
）
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
タ
イ
で
は
、
そ
の
名

が
当
時
の
官
位
制
度
で
あ
る
三
位
・
欽
賜
名
の
「
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
セ
ー
ナ
ー

ピ
ム
ッ
ク
」
で
知
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
の
旧
官
位
制
度
は
、「
バ
ン
ダ
ー

サ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
、
基
本
的
に
九
位
ま
で
あ
っ
た
。
絶
対
君
主
制
で
国

王
が
バ
ン
ダ
ー
サ
ッ
ク
を
決
め
、
配
下
の
者
に
与
え
る
。
序
列
の
高
い
順

に
、「
ソ
ム
デ
ッ
ト
・
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
」、「
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
」、「
プ

ラ
ヤ
ー
」
あ
い
る
は
「
オ
ー
ク
ヤ
ー
」
2
、「
プ
ラ
」
及
び
「
チ
ャ
ム
ー
ン
」、

「
ル
ア
ン
」、「
ク
ン
」、「
ム
ー
ン
」、「
パ
ン
」、「
ナ
ー
イ
」
に
な
る
。
最

上
位
の
ソ
ム
デ
ッ
ト
・
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
は
、
タ
イ
の
歴
史
に
お
い
て
ア

ユ
ッ
タ
ヤ
ー
時
代
に
は
ま
だ
存
在
せ
ず
、
ト
ン
ブ
リ
ー
時
代
（
一
七
六
七

─
一
七
八
二
）
に
初
め
て
定
め
ら
れ
、
一
九
四
〇
年
代
に
廃
止
さ
れ
る
ま

で
四
人
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
山
田
長
政
は
三
位
の
オ
ー
ク
ヤ
ー
の

バ
ン
ダ
ー
サ
ッ
ク
ま
で
与
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
は
極
め
て
国
王
か
ら

信
頼
さ
れ
て
い
た
証
し
で
あ
る
。

　

長
政
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
日
本
と
タ
イ
双
方
共
に
、
歴
史
に
関
す
る

書
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、例
え
ば
教
科
書
の『
新
日
本
史
：

日
タ
イ
の
文
学
作
品
に
み
る
山
田
長
政
─
『
王
国
へ
の
道
』
と
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
と
の
比
較
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

コ
ー
ス
ィ
ッ
ト
・
テ
ィ
ッ
プ
テ
ィ
エ
ン
ポ
ン
1

　

日
本
史
Ｂ
』
や
参
考
書
の
『
学
習
図
鑑
日
本
の
歴
史
』、『
詳
説
日
本
史
図

録
』
な
ど
に
あ
り
、
タ
イ
で
は
、
在
日
タ
イ
王
国
大
使
館
が
日
タ
イ
修
好

百
二
十
周
年
を
記
念
し
て
二
〇
〇
七
年
に
発
行
し
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
や

チ
ャ
ー
ン
ウ
ィ
ッ
ト
・
カ
セ
ー
ト
シ
リ
氏
が
執
筆
し
た『
ア
ユ
タ
ヤ
』3（
ア

ユ
ッ
タ
ヤ
ー
）
が
あ
る
。
こ
の
歴
史
上
の
人
物
は
日
本
か
ら
シ
ャ
ム
ま
で

渡
り
、
傭
兵
と
し
て
活
躍
し
、
オ
ー
ク
ヤ
ー
の
位
ま
で
出
世
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
正
確
に
確
認
で
き
る
詳
細
な
歴
史
資
料
は

乏
し
い
。
日
本
で
は
、『
暹
羅
国
風
土
軍
記
』
や
『
暹
羅
国
山
田
氏
興
亡
記
』

や
『
天
竺
徳
兵
衛
物
語
』
な
ど
4
の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
文
献
の
中
に
記

述
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
タ
イ
で
は
タ
イ
語
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

記
録
さ
れ
た
も
の
が
な
か
っ
た
。
タ
イ
で
長
政
の
存
在
に
つ
い
て
最
も

引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、『
チ
ョ
ッ
ト
マ
ー
イ
ヘ
ー
ト
・
ワ
ン
・
ワ
リ
ッ

ト
』（
ワ
ン
ワ
リ
ッ
ト
公
文
書
）
で
あ
る
が
、
そ
の
記
述
は
簡
略
な
も
の

で
、
彼
の
出
身
や
経
歴
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
長
政
の
存
在
と
役
割

を
示
す
内
容
は
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
で
の
あ
る
政
治
的
な
出
来
事
に
過
ぎ
な

い 

5
。
公
文
書
と
さ
れ
て
い
る
こ
の
資
料
も
、
当
時
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
と
貿

易
の
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
の
エ
レ
ミ
ア
ス
・
フ
ァ
ン
・
フ
リ
ー
ト(Jerem

ais 
van V

liet)

が
、
一
六
三
六
年
─
一
六
四
〇
年
の
間
オ
ラ
ン
ダ
語
で
執
筆
し

[ B
aker et al.:vii]

、
後
に
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
タ
イ
語
の
順
に
訳
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
も
そ
も
タ
イ
語
で
記
述
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ



63
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る
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
三
年
に
タ
イ
人
の
元
新
聞
記
者
が
タ
イ
語
で
長
政

の
歴
史
を
書
き
つ
づ
っ
た
書
籍
を
出
版
し
た
が
、
多
く
は
日
本
で
の
生
活

あ
る
い
は
推
測
の
域
を
出
な
い
内
容
で
あ
り
、
新
た
な
知
見
や
新
発
見
の

一
次
資
料
に
基
づ
く
も
の
は
な
か
っ
た
。
長
政
の
そ
う
い
っ
た
曖
昧
な
生

い
立
ち
や
家
柄
や
活
躍
を
裏
付
け
、
相
互
に
確
認
を
で
き
る
証
拠
が
限
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
タ
イ
両
国
で
は
彼
の
存
在
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
特
に
日
本
で
は
長
年
注
目
さ
れ
、
彼
の
故
郷
と
さ
れ
て
い
る

静
岡
県
で
も
毎
年
の
よ
う
に
長
政
ま
つ
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

関
連
作
品
の
数
か
ら
み
る
と
、
長
政
へ
の
関
心
は
日
本
で
は
以
前
か
ら

タ
イ
よ
り
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
彼
の
人
生
を
描
い
た
一
九
五
九
年
に
公

開
の
映
画
『
山
田
長
政

─
王
者
の
剣
』
の
み
な
ら
ず
、
小
説
も
三
作

以
上
あ
り
6
、
宝
塚
歌
劇
の
舞
台
作
品
ま
で
あ
る
7
。
一
方
、
タ
イ
で
は
、

二
〇
一
〇
年
に
公
開
さ
れ
た
歴
史
映
画
『
サ
ー
ム
ー
ラ
イ
・
ア
ヨ
ー
タ

ヤ
ー
』（
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
侍
）
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
長
政
の
名
が
新
た
に
脚
光
を
浴
び
た
8
。
し
か
し
、
日

本
に
比
べ
る
と
、
や
は
り
他
の
作
品
数
は
少
な
い
。
日
本
の
よ
う
な
舞
台

作
品
は
な
く
、
文
学
作
品
も
僅
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
、『
ス
リ
ヤ
ー
・
パ

ヨ
ー
ン
』（
太
陽
の
プ
ラ
イ
ド
）（
一
九
九
一
）、『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』（
二
〇
〇
六
）、

そ
し
て
『
チ
ャ
オ
・
ラ
イ
』（
ラ
イ
王
）（
二
〇
一
〇
）
で
あ
る
。
前
者
の

二
作
は
、
長
政
を
主
役
と
し
て
登
場
さ
せ
る
が
、
後
者
は
、
長
政
の
関
わ

り
が
あ
り
な
が
ら
も
、
大
抵
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
朝
の
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン

国
王
を
中
心
に
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、
長
政
が
主
人
公
に

な
る
小
説
の
中
で
は
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
遠
藤
周
作
の
『
王
国
へ
の

道

─
山
田
長
政
』
9
（
一
九
八
一
）
と
思
わ
れ
る
。
タ
イ
で
は
、
そ
の

よ
う
な
作
品
は
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
の
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』（
二
〇
〇
六
）
に

あ
た
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
日
タ
イ
間
を
背
景
に
、
上
記
に
述
べ
た
長
政
が
主
人
公
に

な
る
二
作
の
『
王
国
へ
の
道

─
山
田
長
政
』（
以
下
、『
王
国
へ
の
道
』）

と
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
風
を
分
析
し
、

物
語
に
出
て
く
る
長
政
の
正
体
を
追
究
し
た
い
。
先
行
研
究
に
お
い
て
、

本
課
題
に
相
違
す
る
研
究
が
二
つ
あ
り
、
そ
れ
は
土
屋
了
子
氏
に
よ
る

「
山
田
長
政
の
イ
メ
ー
ジ
と
日
タ
イ
関
係
」
と
井
上
絵
里
氏
に
よ
る
「
遠

藤
周
作
に
お
け
る
歴
史
小
説
創
作
の
意
味

─
『
王
国
へ
の
道

─
山
田

長
政
』
か
ら
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
比
較
文
学
の
側
面

か
ら
の
分
析
で
は
な
い
。
前
者
は
歴
史
研
究
で
あ
り
、
長
政
の
イ
メ
ー
ジ

が
実
は
政
治
的
な
、
か
つ
日
タ
イ
外
交
的
な
理
由
で
日
本
人
の
英
雄
と
し

て
大
げ
さ
に
推
し
進
め
ら
れ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
後
者
は
文
化
・
文
学

研
究
だ
が
、
日
本
人
作
家
の
文
学
作
品
を
一
つ
議
題
に
採
用
し
分
析
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
そ
れ
ら
の
研
究
と
異
な
り
、
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
側
面
か
ら
で
も
考
え
ら
れ
る
比
較
文
学

の
研
究
と
し
て
、
今
ま
で
日
本
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
タ
イ
の
小
説
を

取
り
上
げ
、
日
本
の
有
名
な
作
品
も
考
察
し
、
出
身
国
の
違
う
作
家
が
ど

の
よ
う
に
同
じ
人
物
を
描
出
す
る
の
か
明
ら
か
に
し
た
い
。
構
成
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
第
一
章
の
序
論
の
後
に
な
る
第
二
章
は
長
政
の
人
生
の
舞

台
に
な
る
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
歴
史
を
紹
介
す
る
。
第
三
章
は
、
粗
筋
と
筆

者
を
紹
介
し
、
作
風
を
分
析
す
る
。
第
四
章
は
、
日
本
人
の
作
家
と
タ
イ

人
の
作
家
は
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
に
よ
っ
て
、
異
文
化
の
環
境
に
お
け
る
長

政
の
正
体
を
ど
の
よ
う
に
描
写
す
る
の
か
分
析
す
る
。
第
五
章
は
結
び
と

す
る
。

２
．
山
田
長
政
が
体
験
し
た
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
時
代
背
景
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ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
は
地
名
で
も
あ
り
、
王
朝
名
で
も
あ
っ
た
。
一
三
五
一

年
に
興
る
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
朝
は
、
一
四
三
八
年
に
な
る
と
、
十
三
世
紀
前

半
に
成
立
し
た
ス
コ
ー
タ
イ
朝
を
併
合
し
た
。
都
と
さ
れ
た
ア
ユ
ッ
タ

ヤ
ー
に
は
異
民
族
が
集
ま
り
多
様
性
の
あ
る
街
を
築
い
て
お
り
、
一
時
期

言
葉
の
違
う
四
十
も
の
民
族
が
い
た[

チ
ャ
ー
ン
ウ
ィ
ッ
ト:136]

。
隣
国

の
ラ
オ
ス
人
や
モ
ン
人
や
ク
メ
ー
ル
人
な
ど
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
離
れ
た

国
か
ら
渡
来
し
た
人
も
い
た
。
例
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
人
、
中
国
人
、
日
本

人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

一
五
六
九
年
に
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
は
ビ
ル
マ
の
属
国
と
な
っ
た
が
、

一
五
八
四
年
に
ナ
レ
ー
ス
ワ
ン
王
子
に
よ
っ
て
再
び
独
立
を
果
た
し
た
。

そ
の
後
、
一
七
六
七
年
に
ビ
ル
マ
と
の
戦
争
に
敗
北
し
滅
亡
し
た
。
ビ

ル
マ
と
の
戦
い
は
何
度
も
あ
っ
た
が
、
一
番
被
害
が
大
き
い
の
が
こ
の

一
七
六
七
年
の
戦
争
で
あ
り
、
こ
の
王
朝
の
四
百
十
七
年
間
に
わ
た
る

歴
史
が
閉
じ
た
。
し
か
し
、
他
国
と
の
戦
い
だ
け
で
な
く
、
ア
ユ
ッ
タ

ヤ
ー
の
四
百
年
以
上
の
経
緯
を
省
察
す
る
と
、
王
位
を
め
ぐ
る
権
力
闘

争
が
頻
繁
に
起
き
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
長
政
が
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に

滞
在
し
た
期
間
だ
け
で
、
君
主
が
三
回
も
変
わ
っ
て
い
る
。
長
政
の
人

生
に
関
わ
る
シ
ャ
ム
王
が
少
な
く
と
も
四
人
い
て
、
そ
れ
は
ソ
ン
タ
ム

王
（
在
位
：
一
六
一
〇
─
一
六
二
八
）、
チ
ェ
ー
ッ
タ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
王

（
在
位
：
一
六
二
八
─
一
六
二
九
）、
ア
ー
テ
ィ
ッ
タ
ヤ
ウ
ォ
ン
王
（
在
位:

一
六
二
九
）、
そ
し
て
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン
王
（
在
位
：
一
六
二
九
─

一
六
五
六
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
長
政
は
日
本
人
と
し
て

新
し
い
社
会
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
激
し
い
政
治
闘
争

と
時
代
の
変
遷
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　

ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
お
い
て
、
長
政
が
一
番
活
躍
し
た
ソ
ン
タ
ム
王
の

時
代
の
十
八
年
間
は
、
比
較
的
に
治
世
が
平
和
で
安
定
し
、
仏
教
や
文

芸
や
外
交
な
ど
、
多
く
の
面
で
繁
栄
し
た
時
期
で
あ
っ
た  [

チ
ャ
ー
ン

ウ
ィ
ッ
ト  :196]

。
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
第
二
一
代
の
国
王
で
あ
る
ソ
ン
タ
ム

王
は 

10
、
第
二
十
代
の
国
王
・
エ
カ
ー
ト
ッ
サ
ロ
ッ
ト
王
と
妃
の
間
に
生

ま
れ
た
子
供
だ
が
、
即
位
で
き
た
の
は
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
王
朝
に
お
い
て
厳

密
に
王
位
継
承
者
を
定
め
る
王
室
典
範
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら

に
王
室
典
範
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
王
位
を
巡
る
対
立
が
発
生
し
や
す

か
っ
た
11 [ D

hiraw
egin:65]

。
第
二
十
代
の
国
王
と
王
妃
の
間
に
生
ま
れ
た

第
一
王
子
は
反
乱
を
企
ん
で
い
る
と
責
め
ら
れ
、
父
王
が
逝
去
す
る
直
前

に
王
命
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た [ W

yatt:92]

。
父
王
が
没
す
る
と
、
第
二
王

子
の
シ
ー
サ
オ
ワ
パ
ー
ク
王
子
が
王
位
を
引
き
継
い
だ
が
、
ま
も
な
く
倒

さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
に
僧
侶
に
な
っ
て
お
り
仏
教
に
造
詣
が
深
く
弟
子
や

官
僚
で
慕
う
者
が
多
か
っ
た
イ
ン
タ
ラ
ー
チ
ャ
ー
王
子
が
、
ソ
ン
タ
ム
王

と
し
て
一
六
一
〇
年
に
即
位
で
き
た [

チ
ャ
ー
ン
ウ
ィ
ッ
ト:195]

。

　

一
方
、
シ
ャ
ム
と
の
国
交
を
図
ろ
う
と
す
る
徳
川
家
康
が
、
一
六
〇
六

年
に
シ
ャ
ム
の
国
王
に
書
簡
を
送
っ
た
。
山
田
長
政
は
一
六
一
〇
年
代
の

前
半
頃
、
シ
ャ
ム
に
渡
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期

は
ソ
ン
タ
ム
王
の
時
代
で
あ
り
貿
易
が
盛
ん
に
な
り
、
シ
ャ
ム
に
渡
来
し

ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
地
に
住
み
つ
い
た
外
国
人
が
多
か
っ
た
。
現
地
の
日
本

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
大
き
く
な
り
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
と
日
本
の
貿
易
の
最

盛
期
に
は
、
日
本
人
町
の
人
口
は
約
千
─
千
五
百
人
に
も
上
り
12
、〝
日

本
人
義
勇
隊
〟
に
は
八
百
人
が
い
た [

チ
ャ
ー
ン
ウ
ィ
ッ
ト:154,  197]

。

長
政
は
こ
の
時
代
に
、
宮
仕
え
し
オ
ー
ク
ヤ
ー
の
官
位
ま
で
与
え
ら
れ

た
。

　

ソ
ン
タ
ム
王
の
後
期
に
は
、
再
び
王
位
継
承
権
の
問
題
が
起
こ
り
、
貴
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族
が
い
く
つ
か
の
派
閥
に
分
か
れ
た
。
有
力
な
派
閥
は
次
の
国
王
と
し

て
、
ソ
ン
タ
ム
王
の
望
み
に
従
い
、
王
の
十
五
歳
の
長
子
を
支
持
す
る
、

王
宮
の
仕
事
を
取
り
締
ま
る
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
シ
ー
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
の
派

閥
と
、
も
う
一
つ
は
ソ
ン
タ
ム
王
の
弟
・
シ
ー
シ
ン
王
子
を
支
持
す
る

オ
ー
ク
ヤ
ー
・
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
の
派
閥
で
あ
っ
た
。
後
者
は
王
の
希
望
に

公
然
と
反
対
し
て
い
た
の
で
、
戦
争
を
厭
う
王
は
自
身
の
味
方
を
し
て
く

れ
る
者
を
求
め
、
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
セ
ー
ナ
ピ
ム
ッ
ク
を
説
得
し
た[ Tha-

w
ornw

atskul:215-216]
。
そ
し
て
一
六
二
八
年
十
二
月
、三
十
八
歳
の
ソ
ン

タ
ム
王
は
没
し
た
。
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
シ
ー
ウ
ォ
ン
派
が
圧
倒
し
、
亡
き
王

の
望
み
通
り
、
彼
の
長
子
で
あ
る
チ
ェ
ー
ッ
タ
テ
ィ
ラ
ー
ト
王
が
即
位
し

た
。
オ
ー
ク
ヤ
・
シ
ー
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
は
反
対
派
の
影
響
力
を
徹
底
的

に
排
除
し
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
い
、
自
身
を
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
カ
ラ
ー
ホ
ー

ム
の
位
ま
で
昇
進
さ
せ
た
。
暫
く
経
過
す
る
と
、新
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
カ
ラ
ー

ホ
ー
ム
の
策
略
に
よ
り
、
チ
ェ
ー
ッ
タ
テ
ィ
ラ
ー
ト
王
も
倒
さ
れ
た
。
次

に
弟
・
ア
ー
テ
ィ
ッ
タ
ヤ
ウ
ォ
ン
王
子
が
即
位
し
た
。
こ
の
頃
、
王
位
簒

奪
を
狙
っ
て
い
た
同
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
は
、
長
政
の
介
入
を

防
ぐ
た
め
、
彼
に
対
し
て
陰
謀
を
企
て
た
よ
う
で
あ
る
。
長
政
は
、
反
乱

が
起
き
て
い
る
リ
ゴ
ー
ル
（
現
在
、
タ
イ
の
南
部
に
あ
る
ナ
コ
ー
ン
シ
ー
タ

ン
マ
ラ
ー
ト
県
）
の
地
へ
赴
任
さ
せ
ら
れ
た
。
長
政
が
留
守
の
ア
ユ
ッ
タ

ヤ
ー
で
は
、
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
カ
ラ
ー
ホ
ー
ム
が
即
位
一
か
月
余
り
の
ア
ー

テ
ィ
ッ
タ
ヤ
オ
ウ
ォ
ン
王
位
を
崩
壊
さ
せ
、
次
の
国
王
に
な
り
、
プ
ラ
ー

サ
ー
ト
ト
ー
ン
王
と
名
乗
っ
た
。

　

長
政
自
身
は
、
一
六
三
〇
年
に
リ
ゴ
ー
ル
よ
り
南
に
あ
る
パ
ッ
タ
ー

ニ
ー
の
地
で
の
戦
闘
で
負
傷
し
た
後
、
陰
謀
に
よ
り
傷
口
に
毒
を
塗
ら
れ

暗
殺
さ
れ
た
。
長
政
の
死
後
、
日
本
人
町
は
焼
き
尽
く
さ
れ
、
日
本
人
は

追
放
さ
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
は
事
前
に
壊
滅
さ
れ
る
こ
と
を
推
測
し

ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
よ
り
避
難
し
て
い
た
。
三
年
後
、
プ
ラ
ー
サ
ー
ト
ト
ー
ン

王
は
日
本
人
が
戻
っ
て
き
て
居
住
す
る
こ
と
を
認
め
、
一
六
三
七
年
頃
に

は
、
日
本
人
は
三
百
～
四
百
人
ほ
ど
住
ん
で
い
た
が
、
日
本
の
鎖
国
政
策

の
た
め
、
日
本
人
町
の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。[

チ
ャ
ー
ン

ウ
ィ
ッ
ト:154]

。

３
．『
王
国
へ
の
道
』
と
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
と
そ
の
作
風

　

３
．
１　

遠
藤
周
作
の
『
王
国
へ
の
道
』

　

中
編
小
説
の
『
王
国
へ
の
道
』
は
雑
誌
「
太
陽
」
に
一
九
七
九
年
七
月

か
ら
一
九
八
一
年
二
月
ま
で
連
載
さ
れ
た
遠
藤
周
作
の
作
品
で
あ
り
、
同

年
四
月
に
平
凡
社
に
よ
り
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
周
作
は
幅
広
く

知
ら
れ
て
い
る
日
本
人
作
家
の
一
人
で
あ
り
、
代
表
作
は
、
例
え
ば
、『
白

い
人
』（
一
九
五
五
）
や
『
海
と
毒
薬
』（
一
九
五
八
）
や
ア
メ
リ
カ
人
の
マ
ー

テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
監
督
の
近
日
公
開
す
る
映
画
の
原
作
で
あ
る
『
沈

黙
』（
一
九
六
六
）
な
ど
が
あ
る
。
連
載
の
終
了
後
、
周
作
は
同
雑
誌
の

取
材
に
対
し
、「
バ
ン
コ
ク
を
は
じ
て
訪
れ
た
の
は
も
う
十
三
、四
年
前
に

な
る
が
、
そ
の
時
か
ら
私
は
山
田
長
政
を
い
つ
か
書
き
た
い
と
考
え
て
い

た
。」
13 [

遠
藤:1981:151]

と
述
べ
て
い
た
。
本
人
が
話
す
よ
う
に
、
周

作
は
タ
イ
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
山
田
長
政
に
つ
い
て
の
作
品

を
作
る
に
あ
た
っ
て
、『
王
国
へ
の
道
』
を
発
表
す
る
前
に
、
ま
ず
『
メ

ナ
ム
河
の
日
本
人
』（
一
九
七
三
）
と
い
う
戯
曲
を
書
い
た
。
こ
れ
は
芥

川
比
呂
氏
の
演
出
で
劇
団
「
雲
」
が
上
演
し
た  [

遠
藤:1981:151]

。
同
取

材
で
、
周
作
は
長
政
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
理
由
を
三
つ
挙
げ
た
。
第
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一
に
、
東
南
ア
ジ
ア
各
地
で
は
、
長
政
も
含
め
日
本
人
は
好
戦
的
で
あ
る

と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
長
政
は
し
か
る
べ
き
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
逆

に
利
用
し
、
異
国
で
あ
る
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
で
生
活
手
段
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
陰
険
な
政
治
と
掛
け
引
き
が
激
し
い

ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
で
「
長
政
の
よ
う
な
陽
性
」
の
日
本
人
が
ど
う
身
を
処
し

え
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
関
心
の
あ

る
周
作
は
、
長
政
が
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
い
た
頃
に
、
ペ
ド
ロ
岐
部
と
い
う

名
の
日
本
人
キ
リ
シ
タ
ン
が
、
一
度
長
政
を
訪
れ
た
こ
と
に
驚
い
た
点
で

あ
る [

遠
藤:1981:151-154]
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
長
政
に
つ
い
て
書
こ

う
と
考
え
た
が
、
特
に
岐
部
の
こ
と
は
、
大
き
く
『
王
国
へ
の
道
』
執
筆

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
歴
史
的
に
岐
部
は
実
在
し
た
日
本
人
で
あ
り
、

一
六
一
四
年
に
日
本
を
追
放
さ
れ
、
マ
カ
オ
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ゴ
ア
、
バ
グ

ダ
ー
ド
を
経
て
ロ
ー
マ
ま
で
辿
り
着
き
、
三
十
二
歳
の
時
に
よ
う
や
く
司

祭
に
な
れ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
が
ら
み
の
雰
囲
気
を
与
え
る
「
大
村
か
ら
長
崎
に
向
か

う
に
は

―
」[

遠
藤:1984:5] 

の
冒
頭
が
示
す
よ
う
に
、
周
作
に
よ
る
長

政
の
冒
険
と
出
世
は
長
崎
か
ら
始
ま
る
。
当
時
の
日
本
社
会
を
描
く
「
少

年
た
ち
は
い
ず
れ
も
紺
色
の
着
物
を
着
て
い
た
が
、
数
人
の
大
人
は
切
支

丹
の
南
蛮
僧
侶
が
ま
と
う
修
道
服
に
身
に
つ
つ
ん
で
、
な
か
に
は
あ
き
ら

か
に
鼻
た
か
く
、
碧
眼
の
外
人
も
ま
じ
っ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。」[
遠

藤:5]

の
描
写
が
初
ペ
ー
ジ
か
ら
早
速
導
入
さ
れ
る
。
舞
台
は
慶
長
一
九

年
（
一
六
一
四
年
）
で
、
江
戸
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
に
よ
り
多
く

の
キ
リ
シ
タ
ン
が
追
放
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
ペ
ド
ロ
岐
部
（
一
五
八
七

─
一
六
三
九
）も
い
た
。
一
方
、作
品
の
前
半
で
藤
蔵
な
る
山
田
長
政
は「
出

世
」
と
「
富
」
を
求
め
、
日
本
を
出
て
た
ま
た
ま
岐
部
と
マ
カ
オ
に
向
か

う
同
じ
船
に
乗
り
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
。
マ
カ
オ
に
い
る
間
、
ア
ユ
ッ

タ
ヤ
ー
に
つ
い
て
の
噂
と
、
そ
こ
に
い
る
日
本
人
は
貿
易
だ
け
で
な
く
、

傭
兵
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
人
も
い
る
こ
と
を
初
め
て
聞
い
た
。
長
政

は
、
マ
カ
オ
は
自
分
の
居
場
所
で
は
な
い
と
感
じ
、
日
本
人
町
が
す
で
に

あ
る
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
へ
行
く
こ
と
に
決
め
た
。
美
し
い
が
恐
ろ
し
い
と
言

わ
れ
て
い
る
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
渡
っ
た
長
政
は
早
く
適
応
で
き
、
現
地
の

日
本
人
と
親
し
く
な
れ
た
。
今
の
身
分
以
上
に
な
り
た
い
彼
は
、
あ
る
時

ヨ
タ
ー
テ
ィ
ッ
プ
王
女
を
見
か
け
、
一
目
ぼ
れ
し
憧
れ
、「
い
つ
か
は
あ

の
姫
の
体
を
抱
い
て
み
た
も
の
だ
」[

遠
藤:1984:75]

と
い
う
気
持
ち
ま

で
生
ま
れ
た
。

　

長
政
は
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
王
朝
の
ソ
ン
タ
ム
王
の
も
と
で
活
躍
し
、
日
本

人
に
も
タ
イ
人
に
も
能
力
を
認
め
ら
れ
、
日
本
人
の
傭
兵
隊
長
の
位
に
上

が
り
、
オ
ー
ク
ヤ
ー
の
地
位
ま
で
国
王
に
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
ソ
ン
タ

ム
王
が
逝
く
と
、
王
位
継
承
権
を
め
ぐ
る
闘
争
が
発
生
し
、
次
の
国
王
に

な
る
の
は
旧
王
の
長
子
か
弟
か
、
二
つ
の
派
閥
に
分
か
れ
た
。
そ
れ
に
直

面
し
た
日
本
人
達
も
不
安
に
な
り
、
ど
ち
ら
の
派
閥
の
味
方
を
し
た
ら
良

い
の
か
と
い
う
こ
と
に
迷
っ
た
た
め
、
長
政
は
日
本
人
も
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
方
を
す
る
よ
う
に
提
案
し
、
自
分
は
比
較
的

に
力
が
弱
く
不
利
な
派
閥
を
支
え
る
こ
と
に
し
た
。
結
局
、
長
子
を
支
持

す
る
派
閥
が
勝
利
し
、
そ
の
派
閥
に
つ
い
て
い
た
長
政
は
ま
す
ま
す
政
治

的
権
力
を
増
し
て
い
く
が
、
反
対
派
に
つ
い
た
日
本
人
は
殺
害
さ
れ
そ
う

に
な
っ
て
も
助
け
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
は
、

後
に
長
政
の
隠
し
妻
に
な
る
娘
を
残
し
た
。
長
政
は
、
そ
れ
以
降
摂
政
と

対
立
し
、
シ
ャ
ム
の
南
あ
る
リ
ゴ
ー
ル
の
藩
に
お
い
て
反
乱
を
平
定
す
る

よ
う
に
命
令
さ
れ
、
そ
こ
で
恨
み
を
持
つ
隠
し
妻
に
毒
殺
さ
れ
た
。

　

３
．
２　

コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
の
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
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二
〇
〇
六
年
に
タ
イ
の
文
学
界
に
お
い
て
新
人
で
知
名
度
が
比
較
的

低
い
女
性
作
家
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
が
書
き
下
ろ
し
た
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
中
編
小
説
で
あ
り
、
新
人
賞
の
第
一
回
ト

ン
マ
ヤ
ン
テ
ィ
ー
文
学
賞
に
応
募
さ
れ
、
入
選
の
二
十
作
品
の
一
つ
に

な
っ
た
。
入
賞
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

タ
イ
の
中
で
山
田
長
政
を
中
心
と
す
る
僅
か
な
文
学
作
品
の
一
つ
と
見

な
さ
れ
る
。「
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
」
の
名
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
り
、
本

名
は
カ
ル
ナ
ー
・
パ
ー
シ
ー
ポ
ン
・
斎
藤
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
に
タ
イ

の
チ
ュ
ラ
ー
ロ
ン
コ
ー
ン
大
学
文
学
部
日
本
語
学
科
を
卒
業
し
た
。
後
に

日
本
人
と
結
婚
し
、
長
年
日
本
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
、
日
本
語
や
日
本

の
習
慣
を
理
解
し
て
い
る
。
処
女
作
の
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
の
後
、
別
の
ペ

ン
ネ
ー
ム
の
ソ
ー
イ
サ
ッ
タ
バ
ン
で
短
編
小
説
と
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

も
発
表
し
て
い
る
。
日
タ
イ
翻
訳
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
短
編
小
説
『
プ

レ
ー
ン
チ
ー
ウ
ィ
ッ
ト2505

』（
人
生
の
曲2505
）（
二
〇
〇
七
）
は
第

八
回
ナ
ー
イ
ン
文
学
賞
の
準
優
勝
を
果
た
し
、
子
供
向
け
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
『
コ
ム
ナ
ー
・
テ
ィ
オ
』（
一
生
懸
命
旅
行
す
る
）（
二
〇
〇
八
）
は

第
五
回
ウ
ェ
ン
ケ
ー
オ
文
学
賞
を
受
賞
し
た
。『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
に
関
し

て
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
二
〇
〇
五
年
六
月
の
あ
る
日
、
オ
ー
ク
ヤ
ー
・

セ
ー
ナ
ピ
ム
ッ
ク
に
つ
い
て
書
く
こ
と
を
思
案
し
、
そ
の
夜
、
寝
付
く
前

に
漠
然
と
し
た
プ
ロ
ッ
ト
を
考
え
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
ば
に
寝
て
い

る
日
本
人
の
夫
を
見
て
、
日
本
人
は
タ
イ
の
人
々
が
政
に
つ
い
て
ど
う
思

う
の
か
知
り
た
が
る
と
ほ
の
め
か
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
と
、
自
分
の

ブ
ロ
グ
に
書
い
て
い
る  ( K

onkunari:

ブ
ロ
グ)

。

　

コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
著
作
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
を
、
長
政
の
幼
い
時
期

か
ら
描
き
出
し
た
。
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
九
歳
の
長
政
は
義
父
と

同
伴
し
、
染
め
布
を
裕
福
な
家
族
に
届
け
た
。
様
々
な
場
所
を
回
り
な
が

ら
、
武
士
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
に
憧
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
あ

る
日
、
大
富
豪
の
一
家
を
訪
れ
、
そ
の
家
の
お
嬢
さ
ん
で
あ
る
菊
に
出
会

い
、
友
人
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
菊
の
こ
と
は
長
政
の
心
に
印
象
深
く

残
っ
た
。
七
年
後
、
十
六
歳
に
な
っ
た
長
政
は
菊
と
再
会
し
、
お
互
い
愛

し
合
う
関
係
に
な
る
。
そ
の
う
ち
に
、沼
津
藩
主
の
大
久
保
忠
佐
に
仕
え
、

駕
籠
か
き
の
職
を
得
た
。
常
に
自
身
の
身
分
の
昇
進
を
望
む
長
政
は
、
関

ケ
原
の
戦
い
の
後
は
、
平
和
な
時
が
続
き
、
長
期
間
戦
い
が
起
き
な
い
と

予
想
し
、
こ
の
ま
ま
だ
と
い
く
ら
努
力
し
て
も
地
位
の
高
い
優
秀
な
武
士

に
な
れ
な
い
こ
と
を
懸
念
し
た
。
し
ば
ら
く
経
つ
と
、
菊
は
長
政
よ
り
身

分
の
高
い
男
の
家
に
嫁
ぎ
、
大
久
保
藩
主
は
亡
く
な
っ
た
。
長
政
は
失
恋

と
恩
の
あ
る
主
君
の
死
に
よ
り
絶
望
し
、
二
人
の
友
人
と
共
に
ア
ユ
ッ
タ

ヤ
ー
へ
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
。
朱
印
船
で
長
崎
か
ら
台
湾
を
経
て
シ
ャ

ム
に
到
着
し
、
日
本
に
は
な
い
寺
院
や
川
沿
い
の
生
活
な
ど
、
故
郷
と
違

う
風
景
を
見
て
、
新
鮮
な
気
持
ち
が
生
じ
た
。
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
で
は
、
長

政
は
現
地
の
タ
イ
人
と
も
親
睦
を
深
め
、
そ
し
て
新
し
い
恋
人
に
も
巡
り

あ
う
。
そ
の
女
性
は
シ
ャ
ム
人
、
ワ
ー
ド
と
名
乗
っ
た
。
当
初
長
政
は
貿

易
に
従
事
し
、
シ
ャ
ム
と
長
崎
と
の
間
を
行
き
来
し
た
。
後
に
当
時
の
頭

領
か
ら
傭
兵
の
職
に
誘
わ
れ
、
昇
進
を
続
け
オ
ー
ク
ヤ
ー
の
位
ま
で
上
っ

た
。
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
使
節
団
代
表
と
し
て
日
本
に
戻
り
、
江
戸
で
将
軍

に
も
面
会
し
た
。
長
政
は
そ
の
実
力
で
、
ソ
ン
タ
ム
王
か
ら
大
き
な
信
頼

を
受
け
、
王
の
娘
と
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
王
位
継
承
を

め
ぐ
る
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
リ
ゴ
ー
ル
藩
主
と
し
て
任
命
さ
れ
た
。
少

し
離
れ
た
パ
ッ
タ
ー
ニ
ー
反
乱
を
抑
え
る
際
、
負
傷
し
、
傷
口
に
タ
イ
の

兵
士
に
騙
さ
れ
毒
の
あ
る
包
帯
を
使
用
し
、
暗
殺
さ
れ
た
。

　

作
中
の
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
過
去
の
話
は
そ
こ
で
終
わ
り
、
設
定
が
変
わ
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り
、
二
〇
〇
八
年
に
な
っ
た
。
ワ
ー
ド
ラ
ウ
ィ
ー
と
い
う
女
性
が
あ
る
男

の
夢
を
見
た
。
目
が
目
覚
め
た
ら
、
そ
れ
は
長
政
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ま
で
に
歴
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
彼
女
は
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー

の
歴
史
を
調
べ
は
じ
め
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
へ
兄
を
誘
い
、
遊
び
に
行
っ
た
。

ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
雰
囲
気
は
昔
か
ら
馴
染
の
あ
る
感
じ
が
し
た
。
そ
れ
か

ら
彼
女
は
仕
事
で
日
本
人
男
性
の
山
田
と
知
り
合
い
、
四
年
の
交
際
を
経

て
結
婚
し
た
。
結
婚
式
の
場
で
山
田
は
突
然
タ
イ
伝
統
衣
装
を
着
て
い
る

ワ
ー
ド
ラ
ウ
ィ
ー
に
「
僕
は
ワ
ー
ド
を
四
百
年
も
待
っ
て
い
た
」
と
囁
い

た
。

　

３
．
３　

両
作
品
の
作
風

　

長
政
は
歴
史
上
の
人
物
な
の
で
、
文
学
作
品
と
し
て
彼
の
人
生
を
描
い

て
い
る
『
王
国
へ
の
道
』
と
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
を
一
見
す
る
と
、
歴
史
小

説
の
印
象
を
受
け
る
傾
向
に
あ
る
が
、
確
か
な
史
料
が
乏
し
い
こ
と
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
著
者
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
、
書
か
れ
た
内
容
は
確
実
に
考
証

的
に
裏
付
け
ら
れ
る
歴
史
小
説
よ
り
、
空
想
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
が
顕
著

に
見
ら
れ
る
。
周
作
は
「
以
上
の
よ
う
な
三
つ
の
理
由
の
主
題
を
ス
ト
ー

リ
ー
に
お
り
こ
み
つ
つ
書
い
た
こ
の
作
品
は
さ
ら
に
手
を
加
え
た
上
で

上
梓
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
は
っ
き
り
語
っ
た[

遠
藤:1981:154]
。

同
様
に
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
も
執
筆
に
必
要
な
資
料
を
集
め
た
後
、
日
タ

イ
両
国
の
季
節
や
地
理
な
ど
、「
小
説
の
色
を
入
れ
る
」
と
い
う
過
程
に

取
り
組
ん
だ　

( K
onkunari:

ブ
ロ
グ)

。
粗
筋
か
ら
分
か
る
よ
う
に
歴
史
の

肝
心
な
と
こ
ろ
は
収
ま
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
、
つ
ま
り
作
家
の
想
像
で
作
ら
れ
た
部
分
が
多
い
。
長
政
は
江

戸
を
出
て
海
外
に
渡
航
す
る
こ
と
が
両
作
品
の
本
筋
の
始
ま
り
で
あ
り
、

話
が
進
ん
で
い
く
と
、
詳
細
な
部
分
で
徐
々
に
異
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
に

関
し
て
は
次
の
大
き
な
二
点
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
、
長
政
の
周
り
の
登
場
人
物
と
日
本
か
ら
の
経
路
で
あ
る
。
構
造

主
義
的
な
見
方
も
で
き
る
よ
う
に
周
作
は
意
図
的
に
ペ
ド
ロ
岐
部
を
登

場
さ
せ
、
長
政
と
岐
部
を
対
比
し
な
が
ら
、
目
的
達
成
を
さ
せ
た
い
日
本

人
な
り
の
生
き
方
を
表
現
し
た
。
二
人
は
共
に
マ
カ
オ
に
渡
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
を
追
求
す
る
た
め
、
長
政
は
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
、
岐
部
は

ロ
ー
マ
へ
渡
っ
た
。
周
作
が
強
調
し
た
い
の
は
、
二
人
の
人
生
の
目
標
地

点
は
違
う
が
、
熱
心
、
粘
り
強
さ
、
そ
し
て
長
政
の
場
合
、
腹
黒
さ
を
頼

り
に
成
功
し
た
と
こ
ろ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー

は
そ
の
よ
う
な
人
物
を
登
場
さ
せ
ず
、
長
政
と
共
に
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
渡

る
単
に
二
人
の
友
人
、
ノ
リ
ミ
ツ
と
マ
サ
ヒ
ロ
だ
け
を
登
場
さ
せ
た
。
ア

ユ
ッ
タ
ヤ
ー
ま
で
到
着
す
る
途
中
の
事
情
に
つ
い
て
も
記
述
が
な
く
、
ま

た
マ
カ
オ
で
は
な
く
、
た
だ
「
台
湾
を
経
て
」[ K

onkunari:56]

と
し
か
書

か
な
か
っ
た
。
恋
愛
相
手
に
関
し
て
も
両
作
者
は
違
う
人
物
を
登
場
さ
せ

た
。
周
作
は
ヨ
タ
ー
テ
ィ
ッ
プ
王
女
を
ソ
ン
タ
ム
王
の
娘
と
し
、
ま
た
長

政
の
恋
愛
対
象
に
し
た
。
し
か
し
、
ヨ
タ
ー
テ
ィ
ッ
プ
の
名
は
14
、
実
際

に
ソ
ン
タ
ム
王
の
娘
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
史
料
が
な
く
、
同
じ
名
前

を
持
つ
人
物
は
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
王
朝
の
第
二
十
七
国
王
・
ナ
ー
ラ
ー
イ
王

の
妹
に
も
あ
る
。
も
う
一
人
の
女
性
は
、
長
政
と
対
立
し
て
か
ら
、
ソ
ン

タ
ム
王
に
次
ぐ
新
王
に
殺
害
さ
れ
た
日
本
人
の
傭
兵
を
指
揮
し
て
い
る

城
井
久
衛
門
の
娘
、
ふ
き
で
あ
る
。
長
政
は
結
局
、
生
き
残
ろ
う
と
す
る

ヨ
タ
ー
テ
ィ
ッ
プ
王
女
に
騙
さ
れ
、
亡
き
父
と
自
殺
し
た
母
の
た
め
、
復

讐
を
求
め
る
ふ
き
に
毒
を
飲
ま
さ
れ
死
ん
だ
。
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
そ

れ
に
対
し
て
、
長
政
は
ソ
ン
タ
ム
王
の
意
思
に
よ
り
カ
ン
ラ
ヤ
ー
ニ
ー
王

女
と
結
婚
し
、
依
然
と
し
て
ワ
ー
ド
と
の
恋
愛
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
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次
に
、
社
会
的
な
文
脈
で
あ
る
。
周
作
も
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
も
異

文
化
に
接
触
し
て
い
る
長
政
を
描
出
し
て
い
る
が
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー

の
記
述
の
方
が
際
立
っ
て
い
る
。
両
作
者
は
彼
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

の
こ
と
も
描
い
て
い
る
。
社
会
文
化
に
お
い
て
周
作
は
ほ
ぼ
最
初
の
み
触

れ
、
何
ヵ
所
か
言
及
し
て
い
る
シ
ャ
ム
の
暑
さ
以
外
、
日
本
人
の
典
型
的

な
苦
手
な
食
べ
物
に
対
し
て
否
定
的
な
印
象
を
書
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、

藤
蔵
が
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
渡
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
食
べ
物
に
困
っ
た
よ
う

な
様
子
で
分
か
る
。
食
べ
物
に
対
す
る
強
い
拒
否
反
応
は
二
回
現
れ
て
い

る
。
一
回
目
で
パ
ク
チ
ー
と
は
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
想
像
で

き
る
。
周
作
は
、「
ア
ユ
タ
ヤ
の
人
間
は
ど
ん
な
食
物
に
も
香
料
に
臭
気

の
強
い
草
を
入
れ
る
。
そ
の
草
の
臭
気
は
腐
蝕
し
た
鉄
の
臭
い
の
よ
う

で
、
日
本
人
た
ち
は
、「
死
臭
の
よ
う
だ
」
と
嫌
が
っ
て
避
け
た
。」[

遠

藤:1984:58]

と
語
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、
ド
リ
ア
ン
と
思
わ
れ
る
果
物
を

食
べ
た
途
端
、「
臭
え
」
と
藤
蔵
は
悲
鳴
に
近
い
声
を
あ
げ
て
か
ら
、「
肥

溜
め
の
よ
う
な
臭
い
が
し
ま
す
ね
」[

遠
藤:1984:60]
と
言
い
つ
づ
け
た

こ
と
で
あ
る
。

　

作
者
が
シ
ャ
ム
の
習
慣
を
誤
解
し
て
い
る
部
分
も
現
れ
る
。
そ
れ
は
、

日
本
人
の
仲
間
が
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
来
た
ば
か
り
の
藤
蔵
に
、「
こ
の
ま

ち
で
は
僧
は
殊
更
に
敬
わ
れ
て
い
る
。
僧
に
朝
夕
の
食
事
を
与
え
る
こ
と

は
貧
者
も
怠
ら
ぬ
」
と
言
っ
た
こ
と
と
、
ヨ
タ
ー
テ
ィ
ッ
プ
内
親
王
が
今

オ
ー
ク
ヤ
ー
・
セ
ー
ナ
ー
ピ
ム
ッ
ク
に
な
っ
た
長
政
に
会
話
を
し
て
く
れ

な
い
と
言
う
設
定
で
、
周
作
は
「
仏
教
の
戒
律
の
せ
い
で
ア
ユ
タ
ヤ
王
宮

で
は
男
女
区
別
は
厳
格
で
あ
り
、
身
分
が
低
い
こ
ち
ら
か
ら
話
し
か
け
る

な
ど
到
底
許
さ
れ
な
い
。」[

遠
藤:1984:162]

と
い
う
説
明
で
あ
る
。
事

実
と
し
て
シ
ャ
ム
の
僧
侶
は
基
本
的
に
午
後
は
食
事
し
な
い
こ
と
と
王

宮
で
の
男
女
区
別
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
は
タ
イ
の
仏
教
の
戒
律
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。

　

全
体
的
に
見
れ
ば
、
周
作
は
社
会
的
な
様
子
よ
り
、
長
政
の
敵
国
と
の

戦
い
方
と
政
治
的
な
行
動
、
特
に
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
カ

ラ
ー
ホ
ー
ム
と
の
敵
対
を
ス
ト
ー
リ
ー
の
主
題
と
し
て
お
り
、
物
語
の
雰

囲
気
は
ス
リ
ラ
ー
に
近
い
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
物
語
の
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
日
タ
イ

の
社
会
・
文
化
的
な
要
素
を
描
い
て
い
る
。
長
政
の
幼
い
こ
ろ
を
描
出
し

て
い
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
最
初
の
三
章
ま
で
、
お
は
じ
き
や
下
駄
隠
し
の

よ
う
な
日
本
の
庶
民
文
化
か
ら
、
江
戸
時
代
の
参
勤
交
代
や
士
農
工
商
の

社
会
階
級
や
朱
印
船
な
ど
社
会
・
経
済
状
況
ま
で
描
い
て
い
る
。
ア
ユ
ッ

タ
ヤ
ー
が
舞
台
に
な
っ
た
部
分
も
、
本
格
的
に
当
時
の
社
会
の
様
子
を
描

き
出
し
て
い
る
。
日
タ
イ
の
文
化
を
比
較
す
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
る
。

具
体
例
を
挙
げ
る
と
、
長
政
が
タ
イ
米
を
見
た
時
と
江
戸
に
行
き
将
軍
と

会
っ
た
時
で
あ
る
。

　

長
政
は
「
シ
ャ
ム
の
人
々
は
日
本
人
と
同
様
に
ご
飯
を
食
べ
る
こ
と

だ
。
こ
こ
の
ご
飯
は
細
長
い
ん
だ
。
短
く
太
い
粒
に
な
っ
て
い
る
日
本
米

と
違
う
。」[ K

onkunari:65] 

と
知
見
を
述
べ
る
場
面
が
あ
る
。
似
た
よ
う

な
感
想
は
小
説
の
後
半
で
も
見
ら
れ
る
。
長
政
が
シ
ャ
ム
か
ら
江
戸
へ

行
っ
た
時
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
と
日
本
の
豊
か
さ
と
の
比
較
を
将
軍
に
こ
う

報
告
し
た
。

「
違
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
向
こ
う
で
は
ど
ん
な
者
で
も
皆
十
分

に
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
ま
す
。」

「
そ
う
で
す
か
」
将
軍
は
興
味
を
持
ち
頷
い
た
。

「
我
々
の
と
違
い
ま
す
。
食
べ
ら
れ
た
り
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
し
ま
す

ね
。」
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[ K
onkunari:177]

　

こ
の
二
つ
の
例
以
外
で
も
、
シ
ャ
ム
人
の
ビ
ン
老
樹
を
噛
む
こ
と
と
日

本
の
お
歯
黒
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
住
ん
で
い
る
日
本
人
は
銭
湯
を
つ
く
り

日
本
に
い
る
よ
う
な
お
風
呂
に
入
る
こ
と
、
江
戸
幕
府
の
鎖
国
な
ど
、
両

国
の
習
慣
を
相
当
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
感
情
あ
ふ
れ
る
場
面
に
な
る

と
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
散
文
か
ら
脱
し
、
突
然
詩
を
挿
入
し
て
く
る

[ K
onkunari:96-97]

。
こ
れ
は
タ
イ
の
文
豪
の
一
人
、
女
性
作
家
ト
ン
マ
ヤ

ン
テ
ィ
ー
が
よ
く
使
う
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。
物
語
の
終
盤
に
差
し
掛
か

る
と
タ
イ
人
が
好
む
転
生
の
話
を
導
入
し
、
現
代
を
舞
台
に
ワ
ー
ド
と
長

政
を
再
登
場
さ
せ
、
今
回
は
ワ
ー
ド
ラ
ウ
ィ
ー
と
山
田
と
な
る
日
本
人
に

な
り
、
二
人
の
恋
愛
が
叶
う
と
い
う
結
末
で
あ
る
。

　

両
作
品
を
考
察
す
る
と
、
周
作
に
よ
る
長
政
の
個
人
的
、
な
い
し
政
治

的
な
行
動
を
強
調
か
つ
目
立
た
せ
る
描
写
に
対
し
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー

は
両
国
の
架
け
橋
に
な
る
長
政
を
通
じ
て
比
較
社
会
・
文
化
へ
の
心
構
え

を
固
め
、
そ
し
て
恋
愛
話
を
描
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

４
．
異
国
に
お
け
る
長
政
の
正
体

　

人
が
異
文
化
に
入
り
込
む
際
、
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
部
分
も
あ
れ

ば
、
そ
う
で
な
い
部
分
も
あ
る
。
周
作
と
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
、
程
度

が
違
う
か
も
れ
し
な
い
が
、
そ
の
適
応
性
を
意
識
し
、
作
風
に
現
れ
る

よ
う
に
、
様
々
な
場
面
で
長
政
の
文
化
に
対
す
る
観
察
力
と
順
応
性
を
表

し
た
。
ま
た
新
た
な
習
慣
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
自
ら
の
色
合
い
を
よ

り
は
っ
き
り
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
違
う
も
の
に
触
れ
る
か
ら

こ
そ
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
実
感
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第

四
章
で
は
、
両
作
者
に
よ
り
長
政
は
ど
の
よ
う
に
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
維
持
し
な
が
ら
、
正
体
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を

追
求
し
た
い
。
特
に
、
長
政
が
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
渡
る
動
機
と
日
本
人
と

し
て
活
躍
す
る
と
い
う
の
が
焦
点
に
な
る
。

　

周
作
の
長
政
は
野
心
家
の
冒
険
者
で
あ
り
、
海
外
で
日
本
人
の
強
み
と

思
わ
れ
る
戦
力
を
生
か
し
て
成
功
し
た
。
ま
ず
日
本
を
出
る
前
に
、
ア

ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
名
前
さ
え
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
初
め
て
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー

の
情
報
を
耳
に
し
た
の
は
マ
カ
オ
で
外
国
と
貿
易
し
て
い
る
老
人
と
会

話
し
た
時
で
あ
る
。
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
で
傭
兵
を
し
て
い
る
日
本
人
が
い
る

こ
と
に
も
驚
い
た
。
周
作
は
こ
の
よ
う
に
書
い
た
。

「
戦
さ
に
？
」

　

藤
蔵
は
驚
い
た
声
を
だ
し
た
。
日
本
人
が
異
国
で
戦
さ
を
行
っ
て
い
る

と
は
夢
に
も
知
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
子
供
っ
ぽ
い
驚
き
ぶ
り

が
可
笑
し
か
っ
た
と
み
え
て
、
老
人
は
目
を
細
め
、

「
ア
ユ
タ
ヤ
で
は
戦
さ
の
折
、
日
本
人
を
使
う
。
日
本
人
は
戦
い
ぶ
り

が
巧
み
だ
と
皆
、
知
っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た[

遠
藤:1984:39]

。

　

藤
蔵
は
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
は
よ
い
と
こ
ろ
だ
が
、
危
険
な
地
だ
と
い
う

よ
う
な
注
意
を
受
け
た
が
、
野
心
の
あ
る
彼
は
岐
部
と
話
す
際
、
ア
ユ
ッ

タ
ヤ
ー
へ
行
く
目
的
を
こ
の
よ
う
に
率
直
に
言
っ
た
。

「
お
前
の
嫌
い
な
金
儲
け
よ
。
い
や
金
儲
け
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
ア
ユ

タ
ヤ
の
王
は
日
本
人
を
雇
っ
て
戦
さ
の
手
助
け
を
さ
せ
て
い
る
と
聞
い

た
。
日
本
で
は
俺
の
よ
う
な
身
分
の
ひ
く
い
男
に
は
望
め
ぬ
こ
と
が
、
ど
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う
や
ら
あ
の
国
で
は
で
き
そ
う
。
だ
か
ら
出
か
け
る
気
に
な
っ
た
。」（
遠

藤:1984:43

）

　

周
作
は
明
晰
な
藤
蔵
の
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
。
藤
蔵
は
日
本
の
戦
争
史

に
つ
い
て
の
知
識
を
持
ち
、
適
切
に
利
用
し
た
。
例
え
ば
、
ビ
ル
マ
軍
と

戦
う
時
、
敵
は
象
と
鉄
砲
で
攻
撃
す
る
の
で
、
象
を
驚
か
せ
る
た
め
、
爆

竹
を
使
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
ま
で
分
か
る
の
と

聞
か
れ
る
と
、
藤
蔵
は
、「
実
は
日
本
に
お
り
ま
す
時
、
平
家
琵
琶
に
て

富
士
川
の
合
戦
の
く
だ
り
を
聴
い
た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
鳥
の
羽
音
に

驚
い
て
平
家
の
大
軍
が
算
を
し
て
逃
げ
だ
し
た

―
」[

遠
藤:1984:78-81]

と
答
え
た
。
他
に
も
、
政
治
的
な
権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
長
政

は
、
摂
政
の
こ
と
が
気
に
な
り
、
身
の
安
全
の
こ
と
を
考
え
る
際
、
信
長

と
秀
吉
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

彼
は
日
本
の
織
田
信
長
の
こ
と
を
思
っ
た
。
信
長
公
が
父
以
来
の
老
臣
を

役
に
立
た
ぬ
と
言
っ
て
昔
の
忠
勤
ぶ
り
さ
え
問
題
に
せ
ず
、
亡
き
者
に
し

た
話
を
思
い
出
し
た
の
で
あ
る
。[

中
略]　

だ
か
ら
秀
吉
公
は
い
つ
も

信
長
の
前
で
役
に
た
つ
男
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。[

遠
藤:1984:146-

147]

 

　

こ
の
よ
う
な
教
訓
で
長
政
は
「
危
険
な
」
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
で
長
く
生
き

残
っ
た
。
そ
の
反
面
、
自
分
の
関
与
に
よ
り
日
本
人
の
傭
兵
を
指
揮
し
て

い
る
城
井
久
衛
門
の
死
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
、
自
分
の
利
益
の
た
め
と

は
い
え
、
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
裏
切
り
者
と
い
う
行
動
で
反
省
す

る
こ
と
も
あ
る
が
、
出
世
す
る
た
め
に
は
、
倫
理
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
周
作
は
長
政
の
汚
れ
た
部
分

を
見
せ
て
く
れ
た
。
終
盤
に
な
る
と
、長
政
は
オ
ー
ク
ヤ
ー
・
カ
ラ
ー
ホ
ー

ム
の
策
略
に
陥
り
、
最
終
的
に
城
井
久
衛
門
の
娘
、
ふ
き
に
殺
さ
れ
た
が
、

周
作
の
目
か
ら
見
る
と
、
結
論
と
し
て
そ
れ
は
「
壮
烈
な
る
死
、
男
の
死
」

で
あ
る[

遠
藤:1984:339]

。

　

一
方
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
が
描
く
長
政
は
、
日
本
に
い
た
時
か
ら
ア

ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
が
、
日
本
を
出
る
勇
気
が
ま
だ
な

か
っ
た
。
結
局
、出
国
の
大
き
な
動
機
は
絶
望
と
考
え
ら
れ
る
。
作
者
は
、

「
大
久
保
様
が
他
界
し
た
し
。
長
政
と
菊
と
の
愛
も
叶
わ
な
く
な
っ
た
し
。

長
政
と
二
人
の
親
友
、
ノ
リ
ミ
ツ
と
マ
サ
ヒ
ロ
は
決
心
し
た
。
彼
ら
は

シ
ャ
ム
に
向
か
う
。」[ K

onkunari:54]

と
書
い
た
。
長
政
の
気
質
に
関
し

て
は
、
そ
も
そ
も
友
好
的
な
雰
囲
気
が
あ
ふ
れ
る
男
で
あ
り
、「
い
つ
も

に
こ
に
こ
し
て
い
る
よ
う
な
顔
立
ち
を
お
持
ち
の
長
政
は
、
ど
ん
な
表
情

で
も
見
せ
て
く
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
半
分
微
笑
ん
で
い
る
の
は
彼
な
り

の
特
徴
で
す
。
彼
は
日
本
人
の
輪
の
中
に
い
る
時
で
も
常
に
落
ち
着
い
て

無
口
で
す
。」[ K

onkunari:71]

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物

は
溺
れ
て
い
る
シ
ャ
ム
の
御
嬢
さ
ん
を
見
た
時
、
す
ぐ
に
飛
び
込
み
、
救

出
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
行
動
は
シ
ャ
ム
人
に
、「
お
兄
さ
ん
、
と
っ
て

も
い
い
人
ね
。
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
我
々
の
ワ
ー
ド
お
嬢
様
は

大
変
だ
わ
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ね
。」[ K

onkunari:66]

と
絶
賛
さ
れ
た
。

優
し
い
紳
士
的
な
様
子
は
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
の
長
政
で
あ
る
。

　

周
作
の
長
政
に
対
し
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
の
長
政
の
大
き
な
特
徴

は
、
英
雄
的
な
戦
い
に
強
い
人
物
よ
り
、
好
奇
心
を
持
ち
な
が
ら
、
紳
士

の
精
神
で
異
文
化
に
適
応
す
る
、
か
つ
学
ぶ
日
本
人
で
あ
る
。
コ
ー
ン
ク

ナ
ー
リ
ー
は
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
初
め
て
行
き
異
文
化
に
接
触
す
る
長
政

は
理
解
で
き
な
い
習
慣
や
文
化
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
を
前
提
と
し
、

そ
の
具
体
例
を
い
く
つ
か
描
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
日
の
朝
、
長
政
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と
友
人
が
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
市
民
が
托
鉢
し
て
い
る
シ
ャ
ム
の
僧
侶
に

対
し
、
供
え
物
を
与
え
て
い
る
様
子
を
見
て
不
思
議
に
思
っ
た
。
そ
の
異

文
化
に
驚
い
た
日
本
人
を
見
て
い
た
タ
イ
人
・
フ
ァ
ー
ド
は
「
サ
イ
バ
ー

ト
、
そ
れ
は
（
タ
イ
語
で
）
サ
イ
バ
ー
ト
と
言
う
の
」
と
説
明
し
て
あ
げ

た[ K
onkunari:62]

。

　

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の
男
は
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
志
す

日
本
人
で
も
あ
る
。
タ
イ
語
を
学
び
、
日
本
語
も
教
え
、
時
間
が
あ
っ
た

ら
、
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
を
回
り
、
お
祭
り
に
も
行
き
、
様
々
な
場
面
で
現
地

の
文
化
と
言
葉
を
習
っ
た [ K

onkunari:62-64, 81]

。
長
政
は
、
タ
イ
語
の

四
字
熟
語
「
ナ
イ
ナ
ー
ム
・
ミ
ー
・
プ
ラ
ー
、
ナ
イ
・
ナ
ー
・
ミ
ー
・
カ
ー

オ
」（
川
の
中
に
魚
が
お
り
、田
ん
ぼ
の
中
に
米
が
あ
る
）
が
あ
る
よ
う
に
シ
ャ

ム
の
豊
か
さ
に
魅
了
さ
れ
た
。
国
際
的
な
雰
囲
気
に
慣
れ
つ
つ
あ
る
長
政

は
、
最
初
か
ら
傭
兵
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
貿
易
に
熱
心
で
あ
っ
た
。

貿
易
で
成
功
を
収
め
た
長
政
は
頭
領
に
誘
わ
れ
、
世
話
に
な
っ
た
シ
ャ

ム
の
た
め
に
傭
兵
と
し
て
も
貢
献
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
努
力
が
認
め
ら

れ
、
国
王
か
ら
い
た
だ
く
恩
賞
と
し
て
王
女
と
結
婚
し
た
。
恋
愛
対
象
で

な
い
、
断
る
こ
と
の
で
き
な
い
結
婚
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ム
に
深
く
馴
染
ん

だ
長
政
は
リ
ゴ
ー
ル
の
藩
主
に
な
り
人
情
を
見
せ
て
く
れ
た
。

５
．
結
び

　

日
本
人
作
家
・
遠
藤
周
作
と
タ
イ
人
の
女
性
作
家
・
コ
ー
ン
ク
ナ
ー

リ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
歴
史
的
史
料
が
乏
し
い
中
で
、
江
戸
時
代
の
初
期
に

シ
ャ
ム
の
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
渡
来
し
た
山
田
長
政
を
中
心
に
、
自
ら
の
解

釈
と
捉
え
方
に
よ
り
中
編
の
歴
史
小
説
『
王
国
へ
の
道

―
山
田
長
政
』

と
『
オ
ー
ク
ヤ
ー
』
を
著
わ
し
た
。
出
身
国
が
違
う
両
作
家
は
、
限
ら
れ

て
い
る
情
報
を
生
か
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
に
価
値
観
と
推
測
を
導
入
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
二
作
で
目
立
っ
て
い
る
相
違
は
、
周
作
は
長

政
の
現
地
の
政
治
へ
の
絡
み
合
い
や
掛
け
引
き
、
宮
廷
内
の
王
位
継
承
を

め
ぐ
る
権
力
闘
争
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
こ
と
な
ど
政
治
生
活
を
多
く
描

い
た
の
に
対
し
、
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
政
治
よ
り
も
、
長
政
の
社
会
的

な
適
応
や
異
文
化
に
溶
け
込
み
具
合
や
シ
ャ
ム
の
王
に
対
す
る
人
情
を

強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

物
語
の
構
造
や
よ
り
細
か
く
内
容
を
見
る
と
、
当
然
違
う
様
子
が
見
ら

れ
る
。
周
作
は
、
日
本
史
上
に
実
在
し
た
ペ
ド
ロ
岐
部
を
登
場
さ
せ
、
つ

ま
り
、
も
う
一
人
の
登
場
人
物
を
長
政
と
対
比
さ
せ
た
。
二
人
の
価
値

観
と
人
生
の
目
標
の
違
い
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
話
が
進
ん
で
い
く
。
周
作

は
、
意
図
的
に
構
造
主
義
に
沿
い
、
こ
の
作
品
を
創
作
し
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
ま
た
周
作
は
、
長
政
が
日
本
の
戦
争
史
を
熟
知
し
て
お

り
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
で
そ
れ
を
生
か
し
、
能
力
を
発
揮
し
た
賢
い
日
本
人
で

あ
る
が
、
根
本
的
に
心
の
よ
い
人
間
な
が
ら
も
野
心
が
あ
る
た
め
、
利
益

を
得
、
か
つ
成
功
す
る
ま
で
し
た
た
か
な
行
動
も
取
っ
た
り
す
る
イ
メ
ー

ジ
も
描
い
た
。
長
政
は
最
終
的
に
成
功
し
た
が
、
以
前
自
分
も
関
与
し
て

い
た
事
件
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。

　

一
方
、
日
本
史
を
知
っ
て
い
る
タ
イ
人
の
コ
ー
ン
ク
ナ
ー
リ
ー
は
伝
記

小
説
な
り
に
一
直
線
で
長
政
の
人
生
を
描
い
た
。
ま
た
特
に
描
き
出
さ
れ

た
の
は
、
日
本
の
歴
史
社
会
、
タ
イ
の
習
慣
、
そ
し
て
比
較
的
に
史
料
が

多
く
残
っ
て
い
る
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
住
ん
で
い
た
日
本
人
に
関
す
る
全

体
の
生
活
で
あ
る
。
当
初
と
途
中
で
物
語
を
面
白
く
す
る
た
め
、
恋
愛
話

も
導
入
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
愛
は
長
政
が
生
き
て
い
る
う
ち
に
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
長
政
は
死
ん
で
も
愛
は
死
な
な
い
と
、
作
者
は
そ
れ
を
示
す
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い
の
は
「
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
」
に
な
る
。
タ
イ
語
の
古
都
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
は
、
実
際
に
イ

ン
ド
に
あ
る
古
都
の
名
前
で
も
あ
り
、
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
に
登
場
す
る
ラ
ー
マ
王
子
の
故

郷
で
も
知
ら
れ
て
い
る
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
ー（
英
：Ayodhya

）に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
、

無
敵
を
意
味
す
る
。
本
稿
で
は
本
の
タ
イ
ト
ル
と
引
用
以
外
、「อยุธยา

」（Ayutthaya

）

の
こ
と
を
「
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
」
と
表
記
す
る
。

4　

こ
の
三
書
以
外
、
江
戸
時
代
に
は
山
田
長
政
伝
説
が
多
数
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
後

に
大
き
な
影
響
与
え
る
書
籍
は
、
一
七
九
四
年
に
現
出
し
た
、
著
者
不
明
『
山
田
仁
左

衛
門
渡
唐
録
』
で
あ
る[
土
屋 : 99]

。

5　

公
文
書
『
チ
ョ
ッ
ト
マ
ー
イ
ヘ
ー
ト
・
ワ
ン
・
ワ
リ
ッ
ト
』
は
、
最
初
に
英
語
版

の
『The H

istorical A
ccount of the W

ar of Succession Follow
ing the D

eath of K
ing 

Pra Interajasia, 22nd K
ing of Ayuthian D

ynasty

』
か
ら
タ
イ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、

誤
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
に
、
ク
リ
ス
・
ベ
ー
カ
ー
ら
が
新
た
に
オ
ラ

ン
ダ
語
か
ら
英
語
に
翻
訳
し
、『Van V

liet’s Siam
』
の
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
さ
れ
た
。　

6　

山
田
長
政
に
つ
い
て
の
小
説
は
、
本
稿
が
本
題
に
す
る
遠
藤
周
作
の
『
王
国
へ
の

道
─
山
田
長
政
』（
一
九
八
四
）
以
外
で
も
他
に
あ
り
、
例
え
ば
、『
山
田
長
政
の
秘
宝

―
シ
ャ
ム
日
本
人
町
の
超
人
』（
一
九
八
七
）
や
『
山
田
長
政
の
密
書
』（
二
〇
〇
〇
）

や
『
海
外
雄
飛
の
夢
を
紡
ぐ

―
山
田
長
政
少
年
時
代
』（
二
〇
一
三
）
な
ど
が
あ
る
。

7　

春
日
野
八
千
代
が
山
田
長
政
の
役
を
演
じ
る
宝
塚
歌
劇
団
の
『
メ
ナ
ム
に
赤
い
花

が
散
る
』
は
一
九
六
八
年
と
一
九
六
九
年
に
公
演
さ
れ
た
。

8　

ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
『
サ
ー
ム
ー
ラ
イ
・
ア
ヨ
ー
タ
ヤ
ー
』（
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
侍
）

は
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
公
開
さ
れ
た
。
タ
イ
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
人
の
俳
優
・
モ

デ
ル
、
大
関
正
義
が
山
田
長
政
の
役
を
演
じ
る
。
映
画
の
設
定
は
ナ
レ
ー
ス
ワ
ン
王
の

時
代
（
在
位
：
一
五
〇
九
─
一
六
〇
五
）
に
、
長
政
は
す
で
に
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
い
た

こ
と
か
ら
、
か
な
り
歴
史
か
ら
離
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
こ
の

映
画
が
公
開
さ
れ
た
時
期
は
、
タ
イ
の
広
範
囲
で
大
洪
水
が
起
き
た
時
期
と
重
な
っ
た

た
め
、
興
行
収
益
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。

9　

ブ
ッ
サ
バ
ー
・
バ
ン
チ
ョ
ン
マ
ニ
ー
の
タ
イ
語
訳
が
二
〇
〇
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。

10　

何
代
目
の
国
王
に
な
る
の
か
は
タ
イ
の
歴
史
に
対
す
る
見
方
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
王
朝
の
初
期
に
、
ラ
ー
メ
ス
ァ
ン
王
が
二
度
在
位
（
一
三
六
九
年
─

一
三
七
〇
年
、
一
三
八
八
年
─
一
三
九
五
年
）
し
た
こ
と
と
、
一
五
〇
〇
年
半
ば
ご
ろ
、

旧
王
の
妃
で
も
あ
り
次
の
王
の
母
親
で
も
あ
る
シ
ー
ス
ダ
ー
チ
ャ
ン
と
組
み
、
王
位
を

奪
っ
た
ウ
ォ
ー
ラ
ウ
ォ
ン
サ
ー
テ
ィ
ラ
ー
ト
王
が
い
た
が
、
タ
イ
の
歴
史
学
者
に
よ
っ

て
は
「
裏
切
り
者
」
と
見
な
さ
れ
国
王
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ソ
ン
タ
ム

王
の
順
番
は
見
方
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
。

11　

ラ
ッ
タ
ナ
コ
ー
シ
ン
王
朝
（
バ
ン
コ
ク
）
に
な
り
、
タ
イ
の
王
室
典
範
が

一
九
二
四
年
に
初
め
て
制
定
さ
れ
た
。

12　

チ
ャ
ン
ウ
ィ
ッ
ト
氏
は
史
料
に
基
づ
き
、
次
の
通
り
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
に
あ
っ
た
日

本
人
町
の
頭
領
の
名
前
を
ま
と
め
た
。
オ
ー
ク
プ
ラ
純
廣
（
一
六
〇
九
─
一
六
一
二
）、

城
井
久
右
衛
門
（
一
六
一
六
─
一
六
二
〇
）、
山
田
長
政
（
一
六
二
〇
─
一
六
三
〇
）、

糸
屋
太
右
衛
門
と
寺
松
広
助
（
一
六
三
三
─
一
六
四
二
）、
木
村
半
左
衛
門
と
ア
ン
ト
ニ

イ
・
善
右
衛
門
（
一
六
四
二
─
？
）[

チ
ャ
ー
ン
ウ
ィ
ッ
ト: 156]

。

13　

遠
藤
周
作
は
は
じ
め
て
バ
ン
コ
ク
へ
行
っ
た
の
は
昭
和
四
十
年
代
の
は
じ
め
で
あ

り
、
そ
の
際
ア
ユ
ッ
タ
ヤ
ー
の
近
郊
に
あ
る
日
本
人
町
跡
に
も
訪
れ
た
。

14　

実
在
し
て
い
た
シ
ー
ス
パ
ン
内
新
王
殿
下
・
ク
ロ
ン
マ
ル
ア
ー
ン
・
ヨ
ー
タ
ー

テ
ィ
ッ
プ
は
、
一
六
三
六
年
に
生
ま
れ
、
一
七
〇
六
年
に
没
し
た
。




